
ワンデーインターンシップの
弊害是正に向けて（提言）
―「ワンデーインターンシップ」という呼称は廃止すべきである―

一般社団法人 日本私立大学連盟平成 29年 11月





1 

ワンデーインターンシップの弊害是正に向けて（提言）

――「ワンデーインターンシップ」という呼称は廃止すべきである―― 

一般社団法人日本私立大学連盟 

インターンシップには、学生が就業体験を積み、社会で働くことに関する気付きを

得て、自分に合った企業へ就職する、その結果、ミスマッチが解消される、という重

要な役割がある。残念ながら、現状の「ワンデーインターンシップ」と呼ばれるもの

の多くは、その役割を十分果たしているとは言えず、学生に無用の混乱と負担を招い

ているに過ぎない。ワンデーインターンシップが招く混乱の弊害是正の第一歩として、

「ワンデーインターンシップ」という呼称を廃止しよう、というのが今回の提言の主

旨である。 

 現在、インターンシップは就職活動を行う学生たちにとって、ほとんど必須のもの

であるかのように受け止められている。インターンシップにはいろいろな定義がある

が、基本的には就業体験を伴うもの、という点が共通して重視されている。学生たち

が就業体験を積み、社会に出て企業で働くということがどういうことなのか、その際、

どのような企業がどのような就業環境を提供しているのか、自分が社会で何をすべき

なのか、自分が働くべき職場とはどのようのものなのか、自分にとって働きやすい職

場はどこなのか、いろいろな気付きを与えてくれるのがインターンシップであると言

える。 

 また、学生の就職に関しては、「七五三」という現象が指摘されており、就職後３年

以内に離職してしまう新入社員が中卒で７割、高卒で５割、大卒で３割と言われてい

る。このミスマッチは学生にとっても、企業にとっても非常に大きな損失であると言

わねばならない。このような大きな社会損失の低減に対して、インターンシップは多

大なる効果を持っていると期待されている。 

 しかしながら、現状においては、インターンシップの大半がワンデーインターンシ

ップであり、「就業体験」とは名ばかりで、事実上は会社見学あるいは企業説明会とい

った内容のものが半数近くを占める。ワンデーインターンシップを学生のエントリー

促進や囲い込みの手段とするなど、企業側が実質的に採用選考過程としているケース

が多く見られる。そのため、学生側も就業体験を求めるのではなく、選考機会として

とらえて参加する傾向が年々高まっている。広報解禁や選考解禁前に行われるワンデ

ーインターンシップの会社説明会および選考機会的性質は、経団連の「採用選考に関

する指針」にも反するものであり、このような状況は根本的に解消されるべきである。 
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 もちろん、現状の「ワンデーインターンシップ」と呼ばれているものが果たしてい

る役割自体を否定しているわけではない。学生たちにとって企業からの情報提供は、

たとえ１日のプログラムであっても、当該企業や業界を知るとてもよい機会である。

一方、企業側にとっても、自社のスタンスの表明は将来の従業員や社会などステーク

ホルダーに対する重要なＣＳＲ活動だとも言える。しかしそれはインターンシップと

は目的が異なるものである。 

 呼び方だけを変えるのではなく、日本のインターンシップを根本から考え直さなけ

ればならない、そもそも就職活動の全体像を変えない限り、何も変わらない、という

意見もあり、結局、何も変わらないというここ十数年の苦い経験がある。そこで、と

にかくやれるところからやろうというのが今回の提言の主旨である。 

 再度強調したいことは、インターンシップには本来、就職のミスマッチ解消に大き

な効果が期待されるものの、現状で行われているワンデーインターンシップはそれと

は別物になってしまっている、という点である。そこで、そのようなプログラムにイ

ンターンシップという呼び名をあてることをやめ、本来のインターンシップとワンデ

ーインターンシップを明確に分離すべきであると考える。 

インターンシップ本来の効果を期待し、就職ミスマッチ解消に向けて、是非、企

業、団体の皆さまのご理解とご協力を賜れば幸いである。 
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一般社団法人日本私立大学連盟加盟大学一覧
（大学名ＡＢＣ順）

（123大学 平成29年10月現在）

愛 知 大 学 城 西 大 学 武 蔵 野 大 学 白 百 合 女 子 大 学

亜 細 亜 大 学 城 西 国 際 大 学 武 蔵 野 美 術 大 学 昭 和 女 子 大 学

青 山 学 院 大 学 順 天 堂 大 学 名 古 屋 学 院 大 学 園 田 学 園 女 子 大 学

跡 見 学 園 女 子 大 学 関 西 大 学 南 山 大 学 創 価 大 学

梅 花 女 子 大 学 関 西 学 院 大 学 日 本 大 学 大 正 大 学

文 教 大 学 関 東 学 園 大 学 日 本 女 子 大 学 拓 殖 大 学

筑 紫 女 学 園 大 学 関 東 学 院 大 学 ノートルダム清心女子大学 天 理 大 学

中 京 大 学 慶 應 義 塾 大 学 大 阪 学 院 大 学 東 邦 大 学

中 央 大 学 恵 泉 女 学 園 大 学 大 阪 医 科 大 学 東 北 学 院 大 学

大 東 文 化 大 学 敬 和 学 園 大 学 大 阪 女 学 院 大 学 東 北 公 益 文 科 大 学

獨 協 大 学 神 戸 女 学 院 大 学 大 阪 薬 科 大 学 東 海 大 学

獨 協 医 科 大 学 神戸海星女子学院大学 大 谷 大 学 常 磐 大 学

同 志 社 大 学 皇 學 館 大 学 追 手 門 学 院 大 学 東 京 医 療 保 健 大 学

同 志 社 女 子 大 学 國 學 院 大 学 立 教 大 学 東 京 情 報 大 学

フェリ ス女 学院 大学 国 際 大 学 立 正 大 学 東 京 女 子 大 学

福 岡 大 学 国 際 武 道 大 学 立 命 館 大 学 東 京 女 子 医 科 大 学

福 岡 女 学 院 大 学 国 際 基 督 教 大 学 立命館アジア太平洋大学 東 京 経 済 大 学

福岡女 学院 看護 大学 駒 澤 大 学 龍 谷 大 学 東 京 農 業 大 学

学 習 院 大 学 甲 南 大 学 流 通 科 学 大 学 東 京 歯 科 大 学

学 習 院 女 子 大 学 久 留 米 大 学 流 通 経 済 大 学 苫 小 牧 駒 澤 大 学

白 鷗 大 学 共 立 女 子 大 学 西 武 文 理 大 学 東 洋 大 学

阪 南 大 学 京 都 産 業 大 学 聖 学 院 大 学 東洋英 和女 学院 大学

姫 路 獨 協 大 学 京 都 精 華 大 学 成 城 大 学 東 洋 学 園 大 学

広 島 女 学 院 大 学 京 都 橘 大 学 聖 カ タ リ ナ 大 学 豊 田 工 業 大 学

広 島 修 道 大 学 松 山 大 学 成 蹊 大 学 津 田 塾 大 学

法 政 大 学 松 山 東 雲 女 子 大 学 西 南 学 院 大 学 和 光 大 学

兵 庫 医 科 大 学 明 治 大 学 清 泉 女 子 大 学 早 稲 田 大 学

兵 庫 医 療 大 学 明 治 学 院 大 学 聖 心 女 子 大 学 山 梨 英 和 大 学

石 巻 専 修 大 学 宮 城 学 院 女 子 大 学 仙 台白 百合 女 子 大 学 四 日 市 大 学

実 践 女 子 大 学 桃 山 学 院 大 学 専 修 大 学 四日市 看護 医療 大学

上 智 大 学 武 蔵 大 学 芝 浦 工 業 大 学
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平成 29年度キャリア・就職支援分科会開催記録 

○第１回

日 時：平成２９年５月３０日（火） １２時３０分～１５時３０分 

場 所：連盟会議室 

議 題：（１）「インターンシップの推進等に関する調査研究協力者会議」 

（議論のとりまとめ案）について 

（文部科学省の担当の方から概要をご報告いただいた） 

（２）インターンシップのあり方についての検討

（３）就職・採用活動の状況について

○第２回

日 時：平成２９年７月４日（火） １０時～１２時 

場 所：連盟会議室 

議 題：（１）インターンシップのあり方に関する検討について 

（２）就職・採用活動の状況について

以上 
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法 政 大 学 松 山 東 雲 女 子 大 学 西 南 学 院 大 学 和 光 大 学

兵 庫 医 科 大 学 明 治 大 学 清 泉 女 子 大 学 早 稲 田 大 学

兵 庫 医 療 大 学 明 治 学 院 大 学 聖 心 女 子 大 学 山 梨 英 和 大 学

石 巻 専 修 大 学 宮 城 学 院 女 子 大 学 仙 台 白 百 合 女 子 大 学 四 日 市 大 学

実 践 女 子 大 学 桃 山 学 院 大 学 専 修 大 学 四日市 看護 医療 大学

上 智 大 学 武 蔵 大 学 芝 浦 工 業 大 学
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平成 29年度キャリア・就職支援分科会開催記録

○第１回

日 時：平成２９年５月３０日（火） １２時３０分～１５時３０分

場 所：連盟会議室

議 題：（１）「インターンシップの推進等に関する調査研究協力者会議」

（議論のとりまとめ案）について

（文部科学省の担当の方から概要をご報告いただいた）

（２）インターンシップのあり方についての検討

（３）就職・採用活動の状況について

○第２回

日 時：平成２９年７月４日（火） １０時～１２時

場 所：連盟会議室

議 題：（１）インターンシップのあり方に関する検討について

（２）就職・採用活動の状況について

以上
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